補論

親指シフトキーボードによるアラビア語入力の実装について
親指シフトキーボードを使ったアラビア語の入力については、別途見たようにさまざまな利点があることが分かった。しかしながら、こうした利点を持つ入力方式も実装がされないと、実際の使い勝手の検討や問題点の洗い出しなどができず、科学的な方法論に基づいた、他の入力方式との比較などもできない。
本補論の目的は、この入力方式の実装に関する問題を整理し、どの程度可能性があるのかを評価することである。

親指シフトは当初は日本語ワープロ専用機のために作られたため、キーボードの選択は必然的にワープロ専用機のハードウェア、ソフトウェアそして当然ながら日本語を選ぶことになり、ハードウェア、ソフトウェア、言語とキーボードの自由な組み合わせは不可能であった。
しかし、近年、パソコン本体と周辺機器を接続するためのハードおよびソフト的なインターフェースが事実上の標準により統一される方向になっている。こうしたインターフェースにはパソコンのハードやOS等のソフトの違いにもかかわらず、統一が進んでいるものもある。
その例としてUSB(Universal serial bus)がある。USBにより接続できる周辺機器は飛躍的に増大しており、その種類も多い。キーボードについても多くのものがUSB付きで提供されるようになってきている。親指シフトについても現在2種類のUSB接続のキーボードが発売されている。これらは、実はキーボードの刻印以外はJISかなキーボードと同じであることが知られている。そして適切なソフトウェアにより親指シフトができるようになっている。こうしたソフトウェアはエミュレーションソフトと呼ばれていて、商業的、あるいは非商業的に提供されている。
こうしたソフトウェアのうち、TeslaやQ's Nicolatter、SCIM-Anthyは、ソースコードが公開されているため、特に親指シフトに特有な同時打鍵の処理などのソフトウェアでの実現に関して、成果を流用することも考えられる。
いずれにしても、これらのプログラムは共同作業というよりは単独で作られているのが通例で、大規模なプロジェクトとしなくても、しっかりした技量を持ったプログラマなら実現できることが予想される。

アラビア語の親指シフトキーボードによる入力についても、親指シフトに特有な処理は共通に使えると考えられるので、あと、アラビア語関係の処理さえできれば実現できるものと考えられる。
